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高道山小学校
　　　　　125年の歴史に幕

　3月25日（日）、関係者200人余りが出席し、「高道山

小学校閉校式」が行なわれ、125年という長い歴史

に幕が下ろされました。

　式典では、28人の児童が大好きだった母校にお別

れの言葉を述べました。

　　　　　　　　　　　（関連記事10～12ページ）
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4騨030糎000千円

2，477，900千円
◆一般会計
◆特別会計

平
成
1
3
年
度

　
　
　
　
　
予
算
の
概
要

　
村
の
財
政
状
況
は
、
平
成
1
1
年
度

決
算
で
は
経
常
収
支
比
率
7
9
・
0
％

（
前
年
7
9
・
6
％
）
、
公
債
費
比
率
1
5
・

5
％
（
前
年
1
2
・
5
％
）
、
起
債
制
限

比
率
（
3
ヶ
年
平
均
）
9
・
7
％
（
前

年
8
・
9
％
）
、
財
政
力
指
数
（
単
年

度
）
0
・
2
4
2
（
前
年
0
・
2
5

0
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
行
政
執
行
に
つ
い
て
は
、
依
然

と
し
て
乏
し
い
自
己
財
源
の
中
、
地

域
住
民
の
福
祉
の
充
実
、
快
適
な
環

境
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
、
財
源
の
重
点
的
配
分
を
基
本

と
し
て
当
初
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
案
の
総
額
は
4
0
億
3

千
万
円
、
対
前
年
比
8
9
・
8
％
、
特

一般会計・特別会計予算

別
会
計
は
国
民
健
康
保
険
会
計
を
は

じ
め
介
護
保
険
会
計
ま
で
7
会
計
全

体
と
し
て
24
億
7
千
7
百
9
0
万
円
、

前
年
比
9
9
・
5
％
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
予
算
減
の
主
な
要
因
と

し
て
は
、
昨
年
度
国
営
総
合
農
用
地

開
発
事
業
村
負
担
金
4
億
円
を
一
部

繰
上
償
還
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
特
別
会
計
の
減
少
理
由
と
し
て

は
、
下
水
道
会
計
の
管
渠
工
事
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
予

算
総
額
で
は
、
6
5
億
7
百
90
万
円
、

前
年
比
9
3
・
3
％
と
し
ま
し
た
。

一
，
般
　 麟　灘 4，030，000千円

叢
幾
糞
麺

国民健康保険 531，000千円

倉俣診療所 66，500千円

歯科診療所 45，600千円

老　人保健 737，000千円

簡易　水道 249，000千円

下　　水　　道 479，300千円

介護保　険 369，500千円

計 2，477，900千円

擁葦　　難　』 6，507，900・千円

4，030，000千円

4，030，000千円歳入

その他94，618干円（2．3％）

　利子割交付金16，000千円
　自動車所得税交付金25，000千円
　地方特例交付金10，000千円
　交通安全対策特別交付金1，300千円
　財産収入12，317千円
　寄付金1千円
　繰越金30，000千円

地驚交付税
艶醜⑧，o◎醗訥

簸．播％菱

　　諸収入41，062干円（1．0％）

地方譲与税50，000千円（1．2％）

　　　　地方消費税交付金一
　　　　57，000千円（1．4％）

　　　　分担金及び負担金一
　　　　73，384千円（1．8％）

　使用料及び手数料
　78，861千円（2．0％）

　国庫支出金
　127，116千円（3．2％）

　村債
　132，000千円
　（3．3％）

　　村税

＼　　685，732千円
　　（17．0％）

県支出金一
241，281干円
（6．0％）

労働費13，203千円（0．3％）

その他19，736千円（0．5％）

　災害復旧費9，236千円

　諸支出費500千円
　予備費10，000千円

公櫨費
8鍵，篠難帯綱
㈱．媒％鎌

土木費
645，571千円
（16．0％）

　　　聾
　　灘欝

平成13年度

　　　　歳出

議会費75，570干円（1．9％）

　商工費
　114，353千円
　（2．8％）

や浄消防費

　128，543千円
　（3．2％）

　
円

　
千

　
め
　
は
ぢ
ノ

費
認
％

育
儀
溜

教
憩
⑲

醸

民生費
458，155千円
（11．4％）
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　　算帯平劇3年度

歳
入
金
般

　
村
税
に
つ
い
て
は
、
評
価
替
え
に

よ
る
固
定
資
産
税
等
減
よ
り
前
年
比

の
9
6
・
7
％
に
あ
た
る
2
千
3
百
1
9

万
円
減
で
見
込
み
ま
し
た
。
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付
税
特

別
会
計
が
、
巨
額
な
通
常
収
支
の
不

足
と
恒
久
的
な
減
税
の
実
施
に
よ
り

平
成
8
年
度
以
降
6
年
間
連
続
し
て

赤
字
会
計
と
な
り
、
国
と
地
方
の
責

任
分
担
関
係
を
図
る
為
、
財
源
不
足

の
内
、
財
源
対
策
債
を
除
い
た
残
余

に
つ
い
て
は
国
と
地
方
が
折
半
し
、

地
方
負
担
分
に
つ
い
て
は
臨
時
財
政

対
策
債
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
営
農
用

地
開
発
事
業
繰
上
償
還
に
伴
な
う
交

付
税
の
跳
ね
返
り
減
、
国
勢
調
査
結

果
の
人
口
減
、
農
山
村
漁
村
地
域
活

性
化
対
策
費
の
中
止
等
の
マ
イ
ナ
ス

要
因
が
、
起
債
償
還
増
に
伴
な
う
金

額
を
上
回
り
、
や
む
を
得
ず
1
億
5

千
万
円
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
分
担
金
及
び
負
担
金
は
、
農
地
費

県
営
圃
場
整
備
事
業
分
担
金
増
と
、

県
道
改
良
に
伴
な
う
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
費
を
諸
収
入
か
ら
負
担
金
に

組
み
替
え
た
こ
と
に
よ
る
増
で
す
。

県
支
出
金
減
は
、
県
営
圃
場
整
備
換

地
委
託
費
減
と
、
国
県
道
消
雪
パ
イ

プ
維
持
管
理
委
託
が
直
営
に
な
り
、

ま
た
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業
が
廃
止

　
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
で
す
。
多

　
額
の
減
と
な
っ
た
繰
入
金
に
つ
い
て

　
は
、
昨
年
度
国
営
総
合
農
用
地
開
発

　
事
業
繰
上
償
還
金
充
当
に
基
金
を
2

　
億
7
千
1
0
9
万
円
取
崩
し
、
繰
り

　
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

　
の
外
の
基
金
は
、
ハ
ー
ド
事
業
充
当

　
の
為
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な

　
か
で
も
主
な
充
当
事
業
、
基
金
名
、

　
金
額
は
、
下
水
道
整
備
に
「
環
境
整

　
備
基
金
」
を
4
千
5
百
万
円
、
「
ミ
オ

　
ン
」
・
「
ゆ
く
ら
」
の
運
営
に
「
ふ
る

　
さ
と
創
生
基
金
」
を
3
千
万
円
、
更

　
に
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
と

　
県
営
道
路
事
業
負
担
金
・
村
道
改
良

　
事
業
に
は
「
建
設
基
金
」
を
5
千
5

　
百
万
円
、
O
1
1
5
7
対
策
と
し
て

　
倉
俣
小
学
校
給
食
施
設
改
築
に
「
教

　
育
施
設
整
備
基
金
」
を
1
千
万
円
そ

　
れ
ぞ
れ
取
り
崩
し
繰
り
入
れ
る
こ
と

　
に
し
ま
し
た
。
「
財
政
調
整
基
金
」
に

　
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
比
べ
9
千
1

　
3
4
万
円
取
崩
し
増
の
1
億
8
千
2

　
百
1
6
万
7
千
円
と
し
、
地
方
交
付
税
、

　
村
税
等
の
一
般
財
源
減
収
分
を
補
て

　
ん
し
て
い
ま
す
が
、
起
債
・
交
付
税

　
等
留
保
財
源
数
値
が
確
定
次
第
、
年

　
度
中
に
で
き
る
だ
け
戻
し
を
か
け
、

　
後
年
度
の
財
源
調
整
に
備
え
ま
す
。

　
　
諸
収
入
は
、
克
雪
住
宅
資
金
預
託

　
金
元
金
が
減
少
し
た
こ
と
、
埋
蔵
文

　
化
財
発
掘
調
査
受
託
費
を
負
担
金
収

　
入
に
し
た
こ
と
に
よ
り
前
年
比
6
3
・
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6
％
の
減
に
な
り
ま
し
た
。
村
財
源

の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る

村
債
は
、
農
林
水
産
業
債
の
中
山
間

地
域
活
性
化
総
合
対
策
事
業
分
、
担

い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
分
、
農
地

環
境
基
盤
整
備
事
業
分
が
増
額
、
林

道
整
備
事
業
分
が
減
額
と
な
り
、
差

し
引
き
3
百
万
円
の
増
で
計
上
し
ま

し
た
。

　
土
木
債
に
つ
い
て
は
、
村
道
整
備

事
業
費
分
の
減
少
、
特
定
公
園
事
業

費
分
の
増
に
よ
り
、
差
し
引
き
4
千

8
百
万
円
の
減
額
借
り
入
れ
と
し
ま

し
た
。
減
収
補
て
ん
債
は
、
昨
年
と

同
額
を
見
込
み
、
地
方
交
付
税
の
減

額
分
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
で
の

折
半
分
の
臨
時
財
政
対
策
債
を
3
千

万
円
見
込
み
、
前
年
比
8
9
・
8
％
に

抑
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
起
債
に

対
し
て
も
、
後
年
度
の
財
政
負
担
を

考
慮
し
、
交
付
税
措
置
の
多
い
有
利

債
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
　
：

歳
　
出

毒
総
務
関
係

　
議
会
費
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
調

査
研
究
に
資
す
る
経
費
を
政
務
調
査

費
と
し
て
月
額
3
千
円
で
計
上
し
ま

し
た
。
総
務
費
に
つ
い
て
は
情
報
公

開
や
改
正
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
村
例
規
集
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
選
挙
費
で
は
、

夏
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、
秋
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に
は
村
長
選
挙
が
あ
り
、
そ
の
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。
克
雪
対
策
に
つ

い
て
は
、
雪
降
ろ
し
の
重
労
働
及
び

事
故
か
ら
の
解
消
を
図
り
快
適
な
雪

国
の
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
本
年

も
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
降
雪
に
よ
り
集
落
内
道
路

の
交
通
確
保
が
困
難
で
あ
り
、
生
活

に
著
し
い
障
害
と
な
っ
て
い
る
地
域

で
且
つ
、
豊
か
で
快
適
な
雪
国
づ
く

り
推
進
事
業
と
し
て
地
域
が
協
力
し

て
除
雪
を
行
う
地
域
を
対
象
に
、
村

が
小
型
除
雪
機
を
貸
与
し
て
生
活
環

境
の
安
全
と
向
上
を
図
り
ま
す
。

◇
驚
盤
福
継
關
係

　
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

に
よ
る
財
政
支
援
の
ほ
か
に
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

の
連
携
を
図
り
効
率
の
よ
い
運
用
が

出
来
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
介
護
保
険
の
認
定
対
象
者
外
に

村
独
自
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
実
施
し
、
高
齢
者
対
策
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
国
の
大
き
な
政
策
課
題

と
な
っ
て
い
る
少
子
化
対
策
と
し
て
、

児
童
手
当
交
付
金
事
業
を
就
学
前
ま

で
拡
大
し
ま
す
。
村
で
は
、
県
の
幼

児
医
療
費
助
成
事
業
に
更
に
単
独
と

し
て
通
院
に
も
補
助
す
る
と
共
に
、

中
学
生
ま
で
の
入
院
医
療
費
に
対
し

て
も
そ
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
先
駆
け
て
実
施
し
て
い
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●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

る
ウ
エ
ル
カ
ム
ベ
ビ
i
事
業
を
例
年

度
同
様
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
保
健
衛
生
費
に
つ
い
て
は
、
健
康

づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
に
従
来
か
ら
の
各
事
業

を
よ
り
積
極
的
に
推
進
し
、
健
康
で

長
生
で
き
る
よ
う
施
策
を
講
じ
ま
す
。

◆
壕
擁
衛
盤
関
係

　
環
境
汚
濁
及
び
土
壌
・
大
気
汚
染

防
止
に
努
め
、
焼
却
場
施
設
負
荷
の

減
少
を
図
る
た
め
生
ゴ
ミ
処
理
器
設

置
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
瓶
の
分

別
収
集
も
行
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
ま
す
。
引
き
続
い
て
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
事
業
を
実
施
し
河
川
等

公
共
水
域
の
生
活
環
境
の
浄
化
に
つ

い
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◆
濃
撚
翻
係

　
先
ず
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
に
つ
い
て
で
す
が
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
等
に
よ
り
、
多
面
的
機
能

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
山
間
地
域

に
お
い
て
農
業
生
産
の
維
持
確
保
を

図
る
為
、
当
村
に
お
い
て
も
、
2
1
の

協
定
締
結
と
面
積
に
し
て
2
百
62
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
1
0
ア
ー
ル
当
た
り
2
万

1
千
円
を
国
、
県
、
村
で
支
払
う
よ

う
計
上
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
対
策
と
し
て
昨
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
水
田
農
業
経
営
確
立

対
策
事
業
は
、
緊
急
総
合
米
対
策
の

平成13年4月10日広報：なかさと3



1畢算平成13年度

一
環
と
し
て
12
年
度
オ
ー
バ
i
分
を

処
理
す
る
為
、
県
か
ら
1
4
・
78
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
緊
急
拡
大
分
が
配
分
さ
れ

ま
し
た
。
村
で
は
、
例
年
ど
お
り
と

も
補
償
に
係
る
農
家
の
拠
出
金
に
対

す
る
助
成
、
水
田
経
営
確
立
助
成
と

し
て
大
豆
、
そ
ば
団
地
誘
導
加
算
や

集
落
推
進
費
を
単
独
事
業
と
し
推
進

を
図
る
と
共
に
緊
急
拡
大
分
に
つ
い

て
は
県
補
助
金
に
上
乗
せ
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
当
村
に
割
り
当
て
ら
れ

た
生
産
調
整
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
達
成

と
望
ま
し
い
水
田
営
農
の
確
立
の
た

め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

　
中
山
間
地
域
活
性
化
総
合
対
策
事

業
で
は
、
「
ゆ
く
ら
」
倉
俣
診
療
所
裏

に
か
け
て
温
泉
・
清
流
を
活
用
し
た

交
流
広
場
を
建
設
し
ま
す
。
農
地
関

係
事
業
で
は
、
次
の
県
営
事
業
で
農

業
農
村
整
備
を
推
進
し
農
地
の
利
用

集
積
を
促
進
し
な
が
ら
農
業
経
営
の

安
定
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
県
営
土

地
改
良
事
業
は
、
清
津
川
右
岸
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
工
事
を
継
続
実
施
、
県
営

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
は
、
集

落
道
路
事
業
と
し
て
本
屋
敷
、
角
間
、

清
田
山
を
そ
れ
ぞ
れ
計
画
し
て
い
ま

す
。
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事

業
で
は
、
倉
俣
地
区
の
工
事
着
手
を
、

県
営
農
地
環
境
整
備
事
業
は
、
角
間

地
区
の
工
事
と
換
地
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
棚
田
地
域
等
緊
急
対
策
事
業

と
し
て
葎
沢
地
区
の
農
道
舗
装
を
実
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施
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
林
道
に
つ
い
て
は
、
新
屋
敷
線
開
…

設
事
業
継
続
実
施
の
他
に
今
年
度
か
　
…

ら
林
道
用
地
整
備
事
業
を
実
施
し
て
　
…

い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

◆
欝
エ
魏
鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
方
産
…

業
育
成
資
金
枠
、
村
単
独
緊
急
経
営
…

支
援
事
業
枠
を
、
前
年
度
と
同
額
と
　
…

し
て
、
引
き
続
き
行
い
中
小
企
業
の
　
…

近
代
化
と
経
営
安
定
を
図
り
ま
す
。
　
…

◆
轟
恭
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
長
年
の
懸
案
事
業
で
あ
っ
た
国
道
…

3
5
3
号
小
原
バ
イ
パ
ス
（
山
崎
～
　
…

小
原
間
）
は
、
本
年
度
事
業
に
着
手
…

し
ま
し
た
。
地
権
者
の
皆
様
か
ら
ご
　
…

理
解
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
一
日
…

で
も
早
く
完
工
出
来
る
よ
う
強
力
に
　
㎜

事
業
を
推
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
　
…

同
じ
く
国
道
3
5
3
号
倉
下
か
ら
葎
…

沢
間
は
、
安
全
で
雪
に
強
い
道
路
づ
　
…

く
り
を
目
指
し
て
引
き
続
き
実
施
し
　
…

て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
次
に
、
県
道
改
良
事
業
で
す
が
、
　
…

主
要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
∴

貝
野
地
内
、
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
…

場
線
重
地
・
倉
俣
地
内
、
清
津
公
園
…

線
小
出
地
内
、
田
沢
水
沢
線
豊
里
市
…

之
越
地
内
の
4
路
線
に
お
い
て
、
地
…

域
の
生
活
道
路
と
し
て
改
良
が
進
む
　
…

よ
う
物
件
補
償
、
用
地
買
収
を
は
じ
　
…

め
改
良
工
事
に
積
極
的
に
取
り
組
み
　
…

ま
す
。
そ
の
他
、
継
続
工
事
と
し
て
　
…

重
地
・
芋
川
地
内
の
ス
ノ
ー
シ
エ
ツ

ド
工
事
も
実
施
し
ま
す
。
砂
防
河
川

関
係
で
は
、
重
地
・
如
来
寺
地
内
の

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
と
、
倉
俣

地
内
稲
荷
川
上
流
ダ
ム
工
事
を
継
続

し
災
害
防
止
に
努
め
ま
す
。
村
道
改

良
事
業
と
し
て
は
、
倉
下
土
倉
線
、

干
溝
市
之
越
線
、
東
田
沢
神
社
線
、

東
田
尻
山
手
線
、
宮
中
家
の
中
支
線

の
改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金

事
業
で
は
、
如
来
寺
大
原
線
の
側
溝

改
良
を
継
続
整
備
し
ま
す
。
雪
寒
地

域
建
設
機
械
整
備
事
業
で
は
、
ロ
ー

タ
リ
ー
除
雪
の
更
新
を
行
い
、
冬
期

生
活
道
路
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
雪
寒
地
域
道
路
事
業
で
は
、
中

学
校
前
線
に
消
雪
パ
イ
プ
を
新
設
し
、

通
学
や
生
活
し
や
す
い
雪
国
環
境
づ

く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
き
た
特
定
地
区
公
園

事
業
信
濃
川
も
の
が
た
り
「
ミ
オ
ン

の
森
」
と
し
て
、
水
の
広
場
へ
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

◆
消
防
開
係

　
本
年
度
は
白
羽
毛
地
内
に
防
火
水

槽
を
、
ま
た
、
干
溝
地
内
に
機
具
置

き
場
を
整
備
し
、
管
内
一
斉
に
団
員

用
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ツ
プ
を
貸
与
し
ま
す
。

礁
教
欝
関
係

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
村
単
独

で
小
学
校
連
携
事
業
を
主
に
、
児
童

・
生
徒
の
学
力
向
上
等
を
目
的
に
引

　
き
続
き
学
習
相
談
員
を
配
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
へ

　
の
取
組
と
、
児
童
・
生
徒
が
自
ら
考

　
え
、
自
ら
学
ぶ
教
育
に
移
行
で
き
る

　
よ
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
1
運
動
推
進
事

　
業
」
を
継
続
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
活
用
事
業

　
を
進
め
る
た
め
に
、
小
学
校
の
パ
ソ

　
コ
ン
を
更
新
し
ま
す
。
田
沢
、
高
道

　
山
小
学
校
統
合
関
連
と
し
て
、
ス
ク

　
ー
ル
バ
ス
の
配
備
、
田
沢
小
学
校
の

　
校
舎
整
備
等
や
高
道
山
小
学
校
滅
失

　
工
事
を
行
い
ま
す
。
こ
の
他
、
施
設

　
整
備
で
、
倉
俣
小
学
校
の
給
食
室
の

　
改
築
や
一
階
と
屋
外
共
同
利
用
ト
イ

　
レ
新
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
新
規
事
業
と
し
て
、
学
校
の
教
育

　
目
標
、
教
育
活
動
及
び
家
庭
、
地
域
、

　
学
校
の
連
携
推
進
を
目
的
に
各
学
校

　
毎
に
職
員
会
議
の
定
例
開
催
や
学
校

　
評
議
員
制
度
の
導
入
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に

　
引
き
続
き
広
く
住
民
に
そ
の
必
要
性

　
を
啓
発
し
な
が
ら
「
な
か
さ
と
ト
キ

　
メ
キ
大
学
」
「
女
性
い
き
い
き
セ
ミ
ナ

　
ー
」
等
を
開
催
し
、
参
加
者
と
一
諸

　
に
考
え
な
が
ら
生
涯
学
習
推
進
に
努

　
め
ま
す
。
特
に
本
年
度
は
、
国
の
補

　
助
事
業
に
よ
る
初
級
者
の
パ
ソ
コ
ン

　
講
座
を
、
年
間
を
通
し
て
実
施
し
ま

　
す
。
学
社
連
携
・
融
合
を
推
進
し
、

　
学
校
に
お
け
る
総
合
的
な
学
習
の
時

　
間
の
試
行
等
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
　
…
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●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

学
校
と
の
調
整
会
議
を
開
催
し
、
人

材
バ
ン
ク
登
録
事
業
を
推
進
し
、
デ

ー
タ
ー
を
随
時
蓄
積
し
な
が
ら
学
校

支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
「
自
然
ふ

れ
あ
い
教
室
」
を
は
じ
め
、
各
種
教

室
・
学
習
等
を
開
催
し
、
サ
ー
ク
ル

団
体
の
育
成
に
努
め
、
そ
の
成
果
の

発
表
会
を
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
「
ひ
ま
わ
り
家
庭
教
育
学
級
」

等
の
公
民
館
分
館
事
業
や
各
学
校
へ

の
出
前
講
座
も
計
画
し
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、

文
化
財
の
保
護
・
育
成
・
収
集
・
整

理
に
努
め
、
県
営
圃
場
整
備
事
業
を

は
じ
め
国
、
県
、
村
道
改
良
等
の
事

業
に
支
障
が
な
い
よ
う
試
掘
確
認
事

業
を
行
い
ま
す
。
特
に
本
年
試
掘
し

遺
跡
確
認
さ
れ
た
宮
中
、
中
島
遺
跡

の
本
掘
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
例
年
通

り
体
育
指
導
員
を
中
心
に
、
体
育
協

会
・
学
校
関
係
・
そ
の
他
社
会
教
育

関
係
団
体
と
の
連
携
の
中
で
、
体
育

祭
・
ス
キ
ー
大
会
を
は
じ
め
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
を
開
催
し
、
村

外
団
体
と
の
交
流
に
努
め
、
村
民
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
村
の
社
会
体
育
施
設
の
将
来

を
模
索
検
討
す
る
た
め
、
仮
称
社
会

体
育
施
設
検
討
会
を
設
置
し
、
年
度

内
に
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
答
申
い

た
だ
く
考
え
で
す
。

4
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蝿
特
．
…
．
．
別
灘
鐸
嚢
毒
誰
馨
…

国
保
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
の
．
「
国
保
総
合
健
康
づ
　
…

く
り
事
業
」
を
継
続
実
施
し
、
保
健
、
医
療
を
含
め
た
総
合
的
…

な
住
民
健
康
づ
く
り
の
視
点
に
た
っ
て
保
健
事
業
の
推
進
を
図
…

り
、
保
健
婦
活
動
を
支
援
し
疾
病
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
　
…

す
。
ま
た
、
医
療
費
分
析
等
に
よ
り
国
保
事
業
運
営
の
安
定
化
…

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
倉
俣
・
歯
科
の
両
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
…

村
民
の
健
康
管
理
を
図
る
た
め
、
各
濃
診
等
の
予
防
活
罐
…
業

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
共
に
健
全
運
営
に
努
め
ま
す
　
㈹

老
人
保
健
選
に
つ
い
て
は
、
，
医
療
一
部
負
曝
の
改
正
が
…
事

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
医
療
給
付
全
体
の
影
響
は
な
L
も
の
と
予
”

警
れ
、
昨
年
度
の
医
療
給
付
伸
び
率
か
ら
前
年
琵
4
．
6
％
…
要

増
で
計
上
し
ま
し
た
。
制
度
施
工
2
年
度
目
の
介
護
保
険
特
別
…

会
計
は
、
本
年
度
か
金
ケ
月
の
予
算
と
な
る
た
め
8
％
程
度
…
主

の
増
額
と
な
り
ま
す
。
前
年
度
の
給
付
実
施
状
況
を
ふ
ま
え
、
　
…

円
滑
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。
　
“

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
・
中
央
地
区
の
下
水
道
関
連
㌧
度

よ
る
配
水
管
の
布
馨
え
は
一
部
を
除
轟
了
し
ま
し
た
。
今
㎜
年

後
は
下
水
道
の
つ
な
ぎ
込
み
の
増
加
に
よ
り
使
用
料
の
増
加
が
…
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
－

繍
鱒
慰
範
砂
静
緋
鍍
抄
縷
群
鋤
載
罐
側
成

下
水
道
関
連
補
償
工
事
が
覆
芋
川
地
区
簡
易
水
道
並
び
貨
…
平

野
地
区
簡
易
水
道
で
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
道
路
改
良
に
伴
う
補
…

償
工
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
漏
水
対
策
工
事
を
行
い
、
地
域
住
…

民
に
安
定
し
た
給
水
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
…

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
加
入
者
の
　
…

水
洗
化
工
事
の
た
め
に
改
造
費
等
の
資
金
預
託
事
業
費
、
ま
た
　
…

下
水
道
施
設
維
持
管
理
費
等
、
供
用
開
始
に
伴
う
経
費
を
予
算
…

計
上
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
管
渠
工
事
を
継
続
し
、
供
用
区
域
…

の
拡
大
に
努
め
、
地
域
の
環
境
整
備
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。
　
…

灘麹 ’難　　業　　慧・ 難業概灘． 講業難 饗翻 灘　　業　　慧 鑛業擬饗 蒙業費

総務

政務調査費 政務調査費補助金　月3，000円 576
衛生 簡易水道会計繰出金

建設改良分15，817干円、公債費分

11，693干円
27，500

住民基本台帳
住民基本台帳ネットワークシステ

ム化
5，600

農林

水田農業経営確立対策助成

事業

とも補償拠出金6，250干円、団地化

誘導助成11，200千円、拡大地域間

助成5，179干円

24，900
村例規集デジタル化 データー作成費 4，000

参議院通常選挙 選挙事務費 8，600

中山間地域等直接支払事業 急傾斜地280ha補助金 57，000

村長選挙 選挙事務費 6，900

中山間地域活性化総合対策

事業

ふるさと県単「ゆくらの原っぱ。（用

地買収、補償含む）
63，100

温泉施設維持管理運営事業 ㈱なかさと委託、維持管理費等 47，000

里創プラン
イベント・グッツ・アーティスト

交流、委託広域負担金914
3，000 棚田地域等緊急保全対策事

業
農道改良（葎沢L＝700m） 15，000

民生

福祉タクシー、福祉バス事

業

福祉タクシー（鷹場、市之越、豊

里、東田沢）、福祉バス毎週木曜（清

田山）

700 県営士地改良事業負担金
清津川右岸パイプライン負担金（村

8％）
16，000

県営中山間地域総合整備事

業負担金

本屋敷（北原）、角間、清田山負担

金（村15％）
20，500

国保・介護保険会計繰出金

国保、基盤安定繰り出し17，126干

円、’介護給付費村負担分58，004干

円

75，000

農道台帳整備事業 台帳整備（広域農道） 3，000

介護予防・生活支援事業 介護保険対象外支援 10，400 県営農地環境整備事業負担

金

角間地区圃場整備負担金（村10％、

受益者2．5％）、換地受託
17，000

寝たきり・痴ほう老人介護

手当

見舞金（月5，000円）、手当金（月

10，000円）
4，000 県営担い手育成基盤整備事

業

倉俣地区圃場整備負担金（村10％、

受益者10％）、換地業務受託
26，200

児童手当交付金事業
第1．2子（5，000円）、第3子（10，000

円）
23，500 林道用地整備事業 用地測量 5，000

ウエルカムベビー事業
第2子（30，000円）、第3子（100，000

円）
2，000

林道田代線改良交通安全事

業
．安全施設（七ツ釜） 5，000

幼児の医療費助成事業
O歳以上6歳未満入院費助成（3

歳からは単独）、3歳までの通院
7，500

林道新屋敷線開設事業
全体計画5，100m、完了720m、L＝

300m
40，000

中里村児童の医療費助成事

業
児童（小中）の入院費助成 1，500

商工
清津峡観光施設管理運営事

業

トンネル維持管理委託、登山道管

理・駐車場整備・トンネル修繕等
27，000

士木

村道改良事業
改良（倉下士倉、宮中家の中支線、

東田沢神社線、東田尻山手線）
53，200

教育

施設増改築、大型備品購入 施設整備、高道山小解体関係 16，500

給食施設改善費 O－157対策、倉俣小ドライ化 36，000

水力発電施設周辺地域交付

金事業
排水施設改良等（如来寺大原線） 10，000 埋蔵文化財保護事業

倉俣、山崎、堀之内、市之越、本

屋敷試掘確認調査
25，700

雪寒地域建設機械整備事業
除雪機械購入事業（ロータリー除

雪車）
28，000

公債 地方債償還 元金、利子、一借利子 869，500

簡水

中央地区整備 山崎配水池増設（500t） 93，000

雪寒事業 消雪パイプL二279m中学校前線 21，600
下水道関連 倉俣、芋川、山崎、宮中 43，000

特定地区公園事業
ミオンの森河川公園整備工事等（広

場工ントランス、井戸工、水路工）
48，600 中山間地域補償関連 補償工事（清田山、本屋敷） 10，800

下水

特別環境保全下水補助事業
管渠工事（L二1．1km）、水道補償

費
156，000

下水道会計繰出金
建設改良分47，989千円、公債費分

182，990干円
230，100

特環単独（起債対象外）事

業

設計測量、水道補償、管渠工事（L＝

770m）
20，000

単独（起債対象外）事業 管渠工事、士捨て場整備工事 15，000

平成13年4月10日広報なかさと5
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「
第
1
7
回
中
里
村
・
新
座
市
ス
ポ

ー
ッ
少
年
団
交
歓
会
」
が
3
月
1
0
日

出
と
1
1
日
㈲
の
2
日
間
行
な
わ
れ
、

新
座
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
3
3
人

が
地
元
の
団
員
た
ち
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
岡
村
憲
次
中
里
村

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
が
、
「
今
日

明
日
と
交
流
を
深
め
、
楽
し
い
2
日

間
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も

中
里
村
と
新
座
市
の
長
い
付
き
合
い

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
地
元

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
代
表
し
、
服
部

拓
美
く
ん
が
、
「
よ
う
こ
そ
中
里
村
へ
、

2
日
間
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
ま
た
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

を
代
表
し
、
緒
方
沙
由
里
さ
ん
が
、
「
2

日
間
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
の
交
歓
会
を
い
い
思
い

出
に
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
団
員
た
ち
は
、
2
日
間
と
い
う
短

い
時
間
で
し
た
が
、
清
津
ス
キ
ー
場

で
の
ス
キ
ー
教
室
や
雪
原
力
ー
ニ
バ

ル
な
ど
、
雪
国
体
験
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繕

欝難
〉
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
握
手

　
3
月
2
8
日
㈱
、
「
第
2
2
回
全
国
リ
コ

ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
東
京
江
戸

川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
貝
野
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
部
が
、

小
学
生
重
奏
の
部
と
合
奏
の
部
で
金

賞
を
受
賞
。
ま
た
、
中
学
生
四
重
奏

の
部
に
出
場
し
た
中
里
中
学
校
の
4

人
（
阿
部
沙
弥
香
さ
ん
、
羽
鳥
可
南

子
さ
ん
、
山
田
優
さ
ん
、
山
田
み
な

み
さ
ん
）
が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
小
学
校
の
部

に
36
団
体
（
う
ち
、
合
奏
の
部
に
1
7

団
体
）
、
中
学
校
の
部
に
4
7
団
体
が
出

場
。
貝
野
小
リ
コ
ー
ダ
ー
部
は
、
審

査
員
か
ら
「
自
然
な
感
じ
が
し
て
、

と
て
も
幸
せ
そ
う
な
音
が
し
た
」
と

の
講
評
を
得
て
、
見
事
金
賞
を
受
賞
。

音
楽
主
任
の
伊
藤
純
子
先
生
は
、
「
今

回
は
気
持
ち
に
余
裕
が
あ
り
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
演
奏
が
で
き
た
。
音
楽

だ
け
で
な
く
、
部
活
動
を
通
じ
て
集

団
生
活
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
基
本

に
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
取
り
組
み
、

そ
こ
か
ら
子
供
た
ち
の
和
が
で
き
、

そ
れ
が
音
楽
に
も
生
か
さ
れ
れ
ば
嬉

し
い
で
す
ね
」
と
話
し
、
ま
た
、
部

　
3
月
2
5
日
㈲
、
日
本
フ
ロ
ア
ー
ボ

ー
ル
連
盟
主
催
に
よ
る
「
第
1
5
回
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
i
全
国
大
会
」

が
東
京
都
立
夢
の
島
総
合
体
育
館
で

行
な
わ
れ
、
昨
秋
の
中
里
ユ
ニ
ホ
ッ

ケ
i
大
会
小
学
生
低
学
年
の
部
で
優

勝
し
た
倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
出
場

し
、
見
事
3
位
に
入
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
低
学
年
の
部
に
は
、
青
森
、

神
奈
川
、
愛
知
な
ど
8
都
県
か
ら
2
4

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ま
ず
、
8
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
か
れ
、
3
チ
ー
ム
総
当
り

の
予
選
リ
ー
グ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
1
勝
1
分
け
で
予

選
1
位
と
な
り
、
決
勝
リ
ー
グ
に
進

出
。
準
々
決
勝
戦
を
3
対
1
の
P
K

戦
で
制
し
、
準
決
勝
戦
で
は
、
今
回

優
勝
し
た
茂
原
U
J
C
ち
っ
ぷ
と
対

戦
。
善
戦
及
ば
ず
0
対
4
で
敗
れ
た

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
し
た
が
、
3
位
決

定
戦
で
は
、
接
戦
の
す
え
、
調
布
北

ソ
台
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
2
対
1
で
勝

利
し
、
見
事
3
位
の
栄
冠
を
手
に
し

ま
し
た
。

〈
金
賞
を
受
賞
し
、
喜
び
の
部
員
た
ち

　
鰯
鍵
雛

長
の
羽
鳥
奈
津
紀
さ
ん
も

練
習
通
り
演
奏
で
き
、

い
た
。
こ
れ
か
ら
も
パ
ー
ト
練
習
を

積
み
、
貝
野
の
音
を
奏
で
て
い
き
た

い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
雛
騨

　
「
普
段
の

ま
と
ま
っ
て

〉
メ
ダ
ル
を
首
に
最
高
の
笑
顔

6



　
4
月
2
日
㈲
、
働
上
村
病
院
桜
湯

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
あ
～
ず
」

が
オ
ー
プ
ン
。
正
面
玄
関
前
で
関
係

者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
な
わ

れ
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ゆ
あ
～
ず
は
全
国
で
も
珍
し
い
温

泉
を
利
用
し
た
健
康
増
進
施
設
で
、

1
階
に
は
、
水
泳
や
水
中
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
で
き
る
プ
ー
ル
、
サ
ウ
ナ
、

ジ
ャ
グ
ジ
ー
、
男
女
の
露
天
風
呂
、

最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を

備
え
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

輝　
　
鵠

騨
．

饗
難
、懸〉

才
ー
プ
ン
し
た

　
　
灘残

　
懇
麟
鶴
、

　
　
　
　
．
“
麟
、

　
　
　
　
．
鑑
麟

熱
、
騒
．
鐵
騰

　
　
　
嘩
蜜
籔
影

　
　
　
　
難

　
　
　
「
ゆ
あ
～
ず
」

2
階
に
は
、
エ
ブ
リ
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
ま
た
3
階

に
は
、
入
院
患
者
専
用
の
特
別
浴
室
、

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
植
物

園
ラ
ウ
ン
ジ
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
講

演
会
等
に
使
用
で
き
る
多
目
的
ホ
ー

ル
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
入
会
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
、

ゆ
あ
～
ず
B
6
1
1
3
6
6
3
ま
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　　　一一こ二．　　r二一r　　叩．二こ一　』馳り「L“一
鷺．騨饗

　
　
　
懇
．

羅 　胴

、
㌻

†

ド
　
“
ユ
匹
，
、

鐘
暗

玉

〉
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　3月10日㈲、「第13回雪原カーニバル」がなかさと清津スキー

場で行なわれ、県内外からの大勢のお客さんで賑わいました。

　午後6時、キャンドル点火の合図とともに、観客、ボランテ

ィアの皆さんにより雪原に設置されたキャンドルに火が灯され、

あたり一面幻想的な光の世界へと変わっていきました。点火終

了後、花火の打ち上げられる中、ゲレンデに灯されたキャンド

ルの間を100人のスポーツ少年団の皆さんがたいまつ滑降を行な

い、また、雪のステージでは、「縄文火焔祭祀」と題し、新たな

イベントが行なわれ、縄文時代の春夏秋冬の狩猟生活の様が演

じられました。

　真冬のような雪に見舞われた雪原カーニバルでしたが、これ

からは、妻有の里にも少しずつ春の足音が近づいてきます。

▲100人のスポーツ少年団によるたいまつ滑降

く
県
内
か
ら
9
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
雪
上
サ
ッ

　
カ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
、
、
難
蜜
難
、

　
　
　
　
　
－
ヨ
罵

．
雛
襲
．

葬
讐
轟癒

ド
薦

懲

襲
，

〉
縄
文
火
焔
祭
祀
で
は
縄
文
時
代
の
狩
猟
生
活
の
様
が

　
演
じ
ら
れ
ま
し
た

平成13年4月／0日広報なかさと7



　
3
月
1
2
日
㈲
、
白
羽
毛
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
7
0
年
ぶ
り
に
「
大
数
珠

講
」
が
行
な
わ
れ
、
白
羽
毛
集
落
の
皆
さ
ん
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
百

万
辺
を
唱
え
な
が
ら
、
輪
に
な
っ
て
大
数
珠
を
回
し
、
人
間
の
持
つ
1
0

8
つ
の
煩
悩
を
振
り
払
い
、
集
落
の
和
合
を
願
い
ま
し
た
。

　
大
数
珠
講
は
、
以
前
、
年
1
回
土
用
の
丑
の
日
に
、
は
や
り
病
が
来
な

い
よ
う
に
と
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
数
珠
に
は
「
後
生
安
楽
」
「
御
霊

の
生
前
供
養
」
な
ど
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
珠
は
、
4
～

5
年
前
か
ら
集
落
の
老
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
「
大
数
珠
講
を
復
活
さ
せ
た
い
」

と
、
太
嶋
平
八
さ
ん
に
制
作
を
お
願
い
し
て
い
た
も
の
で
、
今
年
1
月
末

に
完
成
し
、
3
月
7
日
に
お
寺
で
開
眼
を
行
な
い
、
こ
の
日
が
使
い
初
め

と
な
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
数
珠
は
、
普
通
の
3
倍
の
3
2
4
個
の

玉
が
つ
い
て
い
て
、
長
さ
1
1
m
で
、
玉
は
ひ
の
き
と
黒
柿
の
木
で
で
き
て

い
ま
す
。
玉
に
は
阿
弥
陀
如
来
（
3
個
）
、
菩
薩
（
3
個
）
、
四
天
王
（
1
2

個
）
な
ど
の
位
が
あ
り
、
紐
は
観
世
音
菩
薩
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
数
珠
を
体
の

悪
い
と
こ
ろ
に
当
て
る

と
直
る
と
も
言
わ
れ
、

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、

腰
や
膝
な
ど
に
数
珠
を

当
て
、
悪
い
と
こ
ろ
が

直
る
よ
う
に
と
念
じ
て

い
ま
し
た
。

　
白
羽
毛
老
人
会
の
樋

口
倶
吉
さ
ん
は
「
新
し

い
世
紀
を
迎
え
大
数
珠

講
を
復
活
し
た
。
こ
れ

か
ら
年
1
回
位
や
っ
て

い
き
た
い
」
と
大
数
珠

の
完
成
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
鍔
．
．

》
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
な
が
ら
大
数
珠
を

　
回
す
集
落
の
皆
さ
ん

こ
ん
な
季
節
料
理
腰
い
か
が
で
す
か

　
ム
フ
の
時
期
、
こ
ん
な
季
節
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
は
「
ひ
き
肉
の
し
の
だ
巻
し

の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

①
ボ
ー
ル
に
ひ
き
肉
を
入
れ
、
卵
、

　
塩
、
し
ょ
う
が
汁
、
小
麦
粉
を
加

　
え
て
よ
く
混
ぜ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
揚
げ
は
湯
通
し
し
、
長
い
ほ
う
の
一

　
辺
を
残
し
て
三
方
の
辺
を
切
り
一
枚
に
開
い
て
お
＜
。

②
か
ん
ぴ
ょ
う
は
、
水
に
少
し
つ
け
て
ザ
ル
に
あ
げ
、
塩
を
ふ

　
っ
て
も
み
、
水
洗
い
。
わ
ら
び
．
ぜ
ん
ま
い
は
水
で
も
ど
し
、

　
そ
れ
ぞ
れ
1
0
本
ず
つ
に
分
け
、
人
参
は
縦
に
4
本
に
切
る
。

③
巻
き
す
の
上
に
、
油
揚
げ
の
白
い
方
を
上
に
し
て
の
せ
、
小

　
麦
粉
を
少
々
ふ
っ
て
お
＜
。
巻
き
終
わ
り
を
少
し
残
し
て
①

　
を
塗
り
つ
け
、
上
に
わ
ら
び
（
ま
た
は
ぜ
ん
ま
い
）
10
本
、

　
人
参
1
本
、
さ
や
い
ん
げ
ん
1
本
を
の
せ
、
の
り
巻
き
の
要

　
領
で
巻
き
込
み
、
4
ヶ
所
か
ん
ぴ
ょ
う
で
縛
る
。

④
鍋
に
③
を
入
れ
、
だ
し
と
調
味
料
を
加
え
、
落
し
蓋
を
し
て
、

　
じ
っ
く
り
中
火
で
煮
今
ロ
め
る
。

⑤
少
し
冷
め
て
か
ら
、
ひ
と
ロ
大
に
切
り
分
け
、
器
に
盛
っ
て

　
出
来
上
が
り
。

★
＃
ノ
川
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
鍋
に
4
本
た
い
ら
に
並
べ
、
煮
て
い
る
途
中
で
裏
返
す
と
味

　
が
し
み
込
み
、
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

・
か
ん
ぴ
ょ
う
は
、
縛
り
な
が
ら
切
る
と
無
駄
が
出
ま
せ
ん
。

◆
『
し
の
だ
巻
』
に
つ
い
て
＝
目

　
ひ
き
肉
の
代
わ
り
に
身
欠
き
に
し
ん
を
、
わ
ら
び
・
人
参
と

巻
い
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
は
、
わ
ら
び
・
ぜ
ん

ま
い
の
季
節
。
お
弁
当
の
お
か
ず
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
ぶ
し
会

井
ノ
川
ア
ヤ
子
さ
ん
（
如
来
寺
）

◆
「
し
の
だ
巻
』
の
材
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
人
分
）

　
・
油
揚
げ
…
…
…
…
…
…
・
…
4
枚

　
・
さ
や
い
ん
げ
ん
…
…
…
…
…
4
本

　
・
人
　
参
－
…
…
…
…
－
－
／
／
2
本

　
・
わ
ら
び
…
…
…
…
…
…
・
…
2
0
本

　
・
ぜ
ん
ま
い
…
…
…
…
…
…
・
・
2
0
本

　
・
ひ
き
肉
…
…
…
…
…
…
3
0
0
g

　
・
　
卵
　
…
…
…
…
…
…
／
／
2
個

　
・
塩
．
し
ょ
う
が
汁
…
…
…
…
少
々

　
・
小
麦
粉
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
2

　
・
だ
　
し
…
…
…
…
…
…
2
カ
ッ
プ

　
・
　
塩
　
…
…
…
…
小
さ
じ
2
／
3

　
・
し
ょ
う
油
－
…
…
…
…
大
さ
じ
2

　
・
み
り
ん
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
3

｛
一
か
恥
び
漆
淵
遊
一
一
練

》
い
ろ
い
ろ
な
具
を
巻
い
て

　
　
　
　
　
　
　
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

平成13年3月の入札結果
工　　　事　　　名 場　所 工事　費 講負業者

越後田沢駅前公衆便所新築工事 田　中 12，022，500円 広田木工所　広田健一
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中
里
作
品
設
置
7
0
曇
そ
ス
ト
の

　
よ
こ
が
お

、

①

　
ジ
ャ
ウ
マ
・
プ
レ
ン
サ
は
1
9
5

5
年
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
生

ま
れ
、
現
在
も
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
拠
点

に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
1
9
8

0
年
に
若
く
し
て
ミ
ロ
財
団
美
術
館

（
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
で
の
個
展
で
デ
ビ

ユ
ー
し
ま
し
た
。
1
9
8
1
年
マ
ド

リ
ッ
ド
現
代
美
術
館
（
ス
ペ
イ
ン
）
、

1
9
9
2
年
ポ
ン
ピ
ド
ー
セ
ン
タ
ー

（
パ
リ
）
、
1
9
9
5
年
テ
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
ロ
ン
ド
ン
）
、
1
9
9
7
年

バ
ル
セ
ロ
ナ
現
代
美
術
館
な
ど
、
世

界
中
の
有
名
な
美
術
館
や
画
廊
で
展

覧
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
0

〉
ジ
ュ
ー
ル
川
を
望
む
広
場
の
床
に
作
ら

　
れ
た
作
品
「
A
U
C
H
」

0
年
春
に
は
、
国
立
ソ
フ
ィ
ア
王
妃

芸
術
セ
ン
タ
ー
（
マ
ド
リ
ツ
ド
）
で

の
大
規
模
な
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
現
代
ス
ペ
イ
ン
美
術
界
を
代

表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
国

際
展
に
多
数
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ァ
ー
ト
や
野

外
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
品
制
作

を
世
界
各
国
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
作
品
と
し
て
は
、
1
9
9

1
年
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
省
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
制
作
さ
れ
た
「
A
U

C
H
」
ー
ジ
ュ
ー
ル
川
を
望
む
広
場

〉
偉
大
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
名
の
銘
板
が
、

　
夜
に
な
る
と
木
々
の
中
で
光
り
出
す
作

　
品
「
l
S
」
A
S
」

〈
夜
空
に
6
本
の
ア
ー
チ
ラ
イ
ト
で
光
を

　
放
つ
光
の
造
形
作
品
「
ダ
ビ
デ
の
星
」

の
床
に
作
ら
れ
た
作
品
。
そ
れ
は
地

面
に
埋
め
込
ま
れ
た
鋳
鉄
プ
レ
ー
ト

に
ノ
ア
の
方
舟
に
つ
い
て
述
べ
た
旧

約
聖
書
を
彫
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

夜
に
な
る
と
中
央
か
ら
光
の
束
が
空

に
向
か
っ
て
垂
直
に
延
び
ま
す
。
土

地
の
記
憶
（
こ
の
地
方
を
襲
っ
た
洪

水
の
記
憶
）
と
鎮
魂
を
テ
ー
マ
と
し

て
い
ま
す
。

　
1
9
9
4
年
、
ス
ペ
イ
ン
・
カ
ナ

リ
ァ
諸
島
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
I

S
」
A
S
」
ー
街
中
の
街
路
樹
に
ロ

ダ
ン
、
ミ
ロ
、
ジ
オ
ッ
ト
ー
な
ど
の

偉
大
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
名
前
の
銘

板
を
木
々
に
吊
り
下
げ
、
そ
の
名
前

は
ネ
オ
ン
や
ラ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
で
作

ら
れ
て
お
り
、
夜
に
な
る
と
こ
れ
ら

の
名
前
が
深
い
木
々
の
中
で
光
り
出

す
作
品
。

　
1
9
9
8
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

行
な
わ
れ
た
「
ダ
ビ
デ
の
星
」
1
作

品
設
置
さ
れ
た
広
場
は
戦
時
中
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
外
交
官
で
、
ユ
ダ
ヤ
人

の
虐
殺
を
救
っ
た
人
を
記
念
し
て
作

ら
れ
た
広
場
。
夜
空
に
強
い
6
本
の

ア
ー
チ
ラ
イ
ト
で
光
を
放
っ
て
つ
く

っ
た
光
の
造
形
作
品
で
す
。
場
所
の

持
つ
歴
史
的
背
景
を
現
代
的
に
造
形

化
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
1
9
9
4
年
、
フ
ァ
ー

レ
立
川
（
東
京
）
1
鉄
の
作
品
や
、

1
9
9
9
年
、
ミ
オ
ン
の
森
（
中
里

村
）
1
「
鳥
た
ち
の
家
」
、
2
0
0
0

年
、
代
官
山
ア
ド
レ
ス
（
東
京
）
「
七

福
神
」
ー
ガ
ラ
ス
ブ

ロ
ッ
ク
に
七
福
神
の

意
味
を
刻
み
、
7
色

の
ネ
オ
ン
が
内
蔵
さ

れ
た
ベ
ン
チ
の
作
品

等
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
プ
レ
ン
サ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
世

界
中
で
評
価
さ
れ
る

理
由
は
、
作
品
を
設

置
し
た
場
所
の
持
つ

固
有
の
歴
史
的
背
景

や
風
景
を
光
や
文
字

や
金
属
を
使
用
し
、

人
々
の
「
記
憶
」
に

訴
え
る
よ
う
な
表
現

を
す
る
点
に
あ
り
ま

す
。

く
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
に
そ
び
え
立
つ
作
品

　
「
鳥
た
ち
の
家
」

〉
7
色
の
ネ
オ
ン
が
内
蔵
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
ベ
ン
チ
の
作
品

「
七
福
神
」

平成13年4月10日広報なかさと9



　
　
　
　
よ
う
を
ら
由

　
3
月
2
5
日
㈲
、
教
育
関
係
者
、
村

会
議
員
、
学
区
民
の
皆
さ
ん
な
ど
2

0
0
人
余
り
が
出
席
し
、
高
道
山
小

学
校
で
「
閉
校
式
」
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
で
山
本
村
長
は
「
高
道
山
小

学
校
区
の
皆
様
は
、
輝
か
し
い
伝
統

と
歴
史
を
持
つ
母
校
を
常
に
誇
り
に

思
い
、
先
生
方
と
一
体
に
な
っ
て
児

童
の
育
成
に
あ
た
り
、
数
々
の
特
色

あ
る
教
育
を
実
践
し
、
多
く
の
有
能

な
人
材
を
育
み
、
社
会
に
送
り
出
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
総
ぐ
る

み
の
熱
意
と
愛
校
心
の
絆
が
、
更
に

学
校
の
伝
統
と
歴
史
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
長
い
年
月
、
学
区
民
の
皆
様

の
誇
り
で
あ
り
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

で
あ
っ
た
高
道
山
小
学
校
を
閉
じ
る

こ
と
は
、
誠
に
感
無
量
で
す
。
し
か

し
、
時
代
と
と
も
に
教
育
も
ま
た
充

実
し
、
進
展
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
統
合
後
の
高
道
山
校
区
民
の
ご

不
安
の
無
き
よ
う
、
最
大
の
努
力
を

お
約
束
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
21

世
紀
を
生
き
る
子
供
た
ち
が
、
更
に

大
き
く
伸
び
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待

し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
、
ま
た
、
長
井
正
信

校
長
は
、
今
ま
で
の
学
校
で
の
思
い

出
を
語
り
な
が
ら
、
2
8
人
の
児
童
に

「
自
分
の
夢
を
持
ち
、
そ
の
夢
を
達

成
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
大
き
な
声
で
誰
に
で
も

挨
拶
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
か

け
、
地
区
民
の
方
々
に
「
い
つ
ま
で

も
子
供
た
ち
を
温
か
い
眼
差
し
で
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
子
供
た

ち
が
間
違
っ
た
時
に
は
注
意
し
、
良

い
行
な
い
を
し
た
と
き
は
誉
め
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
込
み
上
げ
て

く
る
熱
い
も
の
を
こ
ら
え
な
が
ら
挨

拶
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
全
校
児
童
2
8
人
が
「
自
然
豊

〉
長
井
校
長
か
ら
山
本
村
長
へ
校
旗
が
返

　
納
さ
れ
ま
し
た

か
な
高
道
山
小
学
校
が
大
好
き
で
し

た
。
私
達
は
学
校
で
の
思
い
出
を
胸

に
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

高
道
山
小
学
校
の
こ
と
は
い
つ
ま
で

も
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
高
道

山
小
学
校
。
そ
し
て
さ
よ
う
な
ら
」

と
、
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
の
校
歌
を
全
員
で

歌
っ
た
後
、
長
井
校
長
か
ら
山
本
村

長
に
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
高
道
山
小

学
校
は
、
明
治
8
年
1
月
の
開
校
以

来
、
1
2
5
年
と
い
う
長
い
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

難

〉
2
、
7
0
0
人
も
の
卒
業
生
が
旅
立
っ

　
て
い
っ
た
校
舎
。
古
び
た
校
舎
に
は
、

　
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
…
馴

10
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高
道
山
小
学
校

　
　
　
　
長
井
正
信
校
長

　
「
清
津
の

流
れ
　
清
く

澄
み
…
」
と

歌
い
継
が
れ

た
高
道
山
小

学
校
校
歌
も
、

式
典
で
歌
わ
れ
る
の
は
、
閉
校
式
で

最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
8
年
1
月
に
開
校
し
た
高
道

山
小
学
校
も
、
創
立
百
二
十
五
年
を

迎
え
た
今
年
度
末
を
も
っ
て
閉
校
に

な
り
ま
す
。

　
以
前
の
校
門
脇
に
「
あ
す
な
ろ
」

の
大
き
な
木
が
立
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
木
の
名
前
か
ら
、
「
あ
す
な

ろ
児
童
会
」
や
「
あ
す
な
ろ
学
習
」

等
の
名
前
を
付
け
学
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
「
あ
す
な
ろ
の
子
」
は
二
千
七

百
余
名
に
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
二
千
七
百
余
名
の
ま
す

ま
す
の
御
繁
栄
と
中
里
村
の
ま
す
ま

す
の
御
発
展
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　
平
成
1
2
年
度
卒
業
生

　
　
　
　
　
樋
ロ
　
　
卓
く
ん

　
ぼ
く
の
校

舎
で
の
思
い

出
は
、
初
め

て
校
舎
に
入

っ
た
時
の
こ

と
で
す
。
木

で
で
き
て
い
て
、
「
古
く
て
こ
わ
そ
う

だ
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
の
年
の
6
年
生
た
ち
が
優
し
く
は

げ
ま
し
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
元

気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
学
校
の
こ
と
を
も
つ
と
知
り
た
く

な
り
ま
し
た
。
全
部
を
知
り
つ
く
し

た
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
、
6
年
間

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。　

ぼ
く
た
ち
は
、
こ
の
小
学
校
に
い

た
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
残
す
た
め
に
、

雄
哉
君
と
二
人
で
夏
休
み
に
ト
ー
テ

ム
ポ
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

学
校
の
近
く
に
立
て
ま
し
た
。
高
道

山
小
学
校
で
の
思
い
出
は
忘
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
1
2
年
度
卒
業
生

　
　
　
　
　
樋
ロ
雄
哉
く
ん

　
ぼ
く
は
入

学
し
た
時
に
、

「
古
い
校
舎

だ
な
あ
」
と

思
い
ま
し
た
。

校
舎
で
の
思

い
出
は
、
1
年
生
の
時
の
百
二
十
周

年
記
念
式
典
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

「
百
二
十
」
と
い
う
人
文
字
を
作
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
写
真
が
下

敷
き
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ

の
思
い
出
は
、
自
分
た
ち
が
卒
業
す

る
の
で
、
そ
の
記
念
に
夏
休
み
を
使

っ
て
、
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
を
作
っ
た

く
卒
業
記
念
に
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
を
作
り
、

　
校
舎
裏
に
建
て
ま
し
た

こ
と
で
す
。
家
の
人
や
親
せ
き
の
人

な
ど
に
手
伝
っ
て
も
ら
つ
て
、
や
っ

と
完
成
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
ト
ー

テ
ム
ポ
ー
ル
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
坂

の
わ
き
に
立
て
ま
し
た
。

　
今
年
の
3
月
に
閉
校
に
な
っ
て
し

ま
う
の
が
、
と
て
も
残
念
で
す
。
閉

校
し
て
も
、
校
舎
の
こ
と
や
、
い
ろ

い
ろ
な
思
い
出
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
高
風
吟
詠
会
講
師

　
　
　
　
　
太
嶋
平
八
さ
ん

　
繰
り
返
す

歴
史
の
中
で

教
え
ら
れ
る

こ
と
で
す

が
、
形
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

る
物
は
必
ず

壊
れ
る
。
会
う
は
別
れ
の
始
め
。
こ

の
悲
し
い
現
実
が
百
二
十
五
才
の
高

道
山
小
学
校
。
石
に
刻
み
込
ま
れ
て

姿
を
変
え
る
。
こ
の
時
歴
史
が
動
い

た
、
の
感
じ
だ
。
中
里
村
が
ど
ん
な

道
に
進
む
の
か
、
中
里
村
に
長
い
間

精
魂
込
め
て
生
き
ぬ
き
、
こ
れ
か
ら

も
生
き
ぬ
く
私
共
村
民
に
、
大
切
な

道
し
る
べ
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
私
は
高
道
山
小
学
校
の
豆
吟
士
か

ら
、
若
い
素
敵
な
パ
ワ
ー
を
頂
戴
し

て
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
大
切
に
、
残
り

少
な
い
人
生
を
明
る
く
生
き
る
つ
も

り
で
す
。
学
校
職
員
、
校
区
の
皆
様
、

友
人
、
師
匠
、
大
勢
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
式
典
で
校
歌
を
歌
う
の
も
こ
れ
が
最
後
。

　
出
席
者
全
員
で
校
歌
斉
唱

▲平成元年から開始された高風吟詠会の詩吟練習。東京の日比谷公会堂で開催さ

　擬難ヂ詩吟新風流」全国詩吟大会で豆吟士たちは、堂々と吟じました
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ありがとう高道山小学校さようなら高道山小学校

▲閉校の記念に子供たち自らC　D－R　OMを制作。

　学校の思い出が、たくさん保存されています

薦謹訪の鐸壷

〉
最
後
の
卒
業
式
。
先
生
、
児
童
、
父
兄
の
皆
さ
ん
の

　
脳
裏
に
は
、
数
々
の
思
い
出
が
浮
か
ん
で
き
ま
す

騰

一
購
　　　今閉校記念誌rあすなろの子こ

　　　　こに学ぶ」。120ページにも及

　　　　びます

孝乞撫

〆
．
．

▲明治43年12月18日、白羽毛（現在地）に新築落成した最初の校舎

7
2
、
5
年
の
歩
み

翻
灘
欝
灘
籍
難
．
、
馬
場
校
購
属
校
と
毯
て
創
立

鯛
難
灘
響
譲
翻
　
朴
木
沢
に
校
舎
新
築

・
雛
雛
欝
灘
獲
潟
　
国
沢
村
高
道
幽
尋
常
小
学
校
蓬
な
る

纒
灘
纒
難
鯉
翻
　
脅
羽
毛
（
現
姦
地
）
樵
校
奮
新
築

灘
鍵
鞠
羅
繍
欝
　
創
立
髄
周
年
記
念
式
輿

蟹
灘
難
羅
灘
翻
，
田
沢
村
高
道
幽
国
廉
学
校
と
改
称

醗
灘
鍵
羅
嚢
翻
　
田
沢
村
立
高
道
轟
郡
学
校
と
改
称

㎜
曜
翻
翻
緩
繕
翻
　
町
村
合
併
に
よ
鰻
申
里
村
立
高
道
幽
小
学

　
　
　
　
　
　
、
校
と
改
称

　
　
　
　
難
翻
灘
創
立
悉
◎
周
年
記
念
武
典

購
繍
輔
繧
翻
懇
　
校
歌
制
定
。
作
詞
作
曲
は
小
林
正
三
民

畷
繍
鞠
蕪
嚢
翻
・
給
食
室
完
戒
。
完
全
給
食
実
施

　
　
　
　
懸
欝
．
プ
ー
ル
完
成

紹
灘
灘
難
顯
翻
　
創
立
ー
0
0
周
年
記
念
式
典

醸
翻
醗
難
網
灘
　
屋
内
体
育
館
改
築

．
鰯
鵜
麗
雛
叢
翻
、
文
部
省
研
究
指
定
校
研
究
発
表
会
開
催

難
雛
簸
鶴
藻
鐙
　
高
道
山
小
“
学
校
布
’
鷹
分
校
閉
校

　
　
　
　
纏
翻
・
詩
吟
練
習
（
高
風
吟
詠
会
）
開
始

撒
灘
雛
麟
韓
繰
難
『
詩
吟
新
風
流
全
国
詩
吟
大
会
に
滋
場

灘
雛
雛
羅
懸
欝
皿
創
立
ー
2
0
周
年
記
念
武
典

…
欝
畿
㎜
懸
難
灘
欝
　
い
き
い
き
ス
ク
！
ル
・
ス
テ
繋
。
フ
ア
繋
。
譲

　
　
　
　
　
　
　
』
事
業
開
始

翻
羅
蟹
醒
詩
霧
暴
総
本
部
総
、
環
、
編
幾
先

　
　
　
　
　
　
　
『
生
夫
妻
来
校
。

・
灘
雛
鍵
難
灘
難
．
チ
ャ
レ
ン
ジ
劉
教
育
推
進
運
動
開
始

羅
戴
鶉
難
纏
覇
　
中
里
村
立
瀞
ロ
岡
道
山
小
学
校
閉
校
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人事異動

《
転
出
》

　
　
　
（
※
カ
ッ
コ
内
は
転
出
先
）

◆
田
沢
小
学
校
【
校
長
】
村
山
信
一

（
上
越
市
上
越
教
育
事
務
所
）
【
教
諭
】

須
藤
高
志
（
能
生
町
南
能
生
小
）
岩

崎
一
成
（
上
越
市
大
町
小
）
八
木
晴

美
（
上
越
市
国
府
小
）
亀
倉
庸
子
（
白

根
市
小
林
小
）
佐
々
木
圭
子
（
津
南

町
外
丸
小
）
【
栄
養
主
査
】
滝
沢
タ
ツ

（
十
日
町
市
十
日
町
小
）
◆
高
道
山
小

学
校
【
校
長
】
長
井
正
信
（
神
林
村

平
林
小
）
【
教
頭
】
織
田
護
老
（
新
潟

市
西
内
野
小
）
【
教
諭
】
関
谷
敏
江
（
中

里
村
田
沢
小
）
栗
林
育
雄
（
中
里
村

田
沢
小
）
新
飯
田
康
子
（
川
西
町
仙

田
小
）
佐
藤
真
央
（
津
南
町
上
郷
小
）

【
養
護
教
諭
】
堀
川
直
子
（
津
南
町
中

津
小
）
【
主
任
】
庭
野
政
子
（
中
里
村

倉
俣
小
）
◆
倉
俣
小
学
校
【
事
務
員
】

志
田
美
枝
（
中
里
村
貝
野
小
）
◆
貝

野
小
学
校
【
教
諭
】
内
山
麗
子
（
柏

崎
市
枇
杷
島
小
）
【
養
護
教
諭
】
鷲
尾

夏
江
（
入
広
瀬
村
入
広
瀬
小
）
◆
清

津
峡
小
学
校
【
校
長
】
小
野
塚
修
一

（
新
潟
市
笹
ロ
小
）
【
教
諭
】
笠
原
享

子
（
小
千
谷
市
小
千
谷
小
）
◆
中
里

中
学
校
【
校
長
】
滝
沢
和
彦
（
津
南

町
津
南
中
）
【
教
諭
】
大
平
美
佳
子
（
十

日
町
市
水
沢
中
）
田
山
秀
人
（
塩
沢

町
塩
沢
中
）
星
野
里
子
（
六
日
町
六

日
町
中
）

《
転
入
》

　
　
　
（
※
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
校
）

◆
田
沢
小
学
校
【
校
長
】
瀧
沢
則
夫

（
上
越
市
上
越
教
育
事
務
所
）
【
教
諭
】

関
谷
敏
江
（
中
里
村
高
道
山
小
）
栗

林
育
雄
（
中
里
村
高
道
山
小
）
阿
部

幸
子
（
浦
川
原
村
月
影
小
）
大
島
一

英
（
津
南
町
津
南
小
）
田
辺
豊
（
新

採
用
）
種
村
江
利
子
（
新
採
用
）
【
栄

養
主
査
】
相
沢
雪
枝
（
津
南
町
津
南

小
）
◆
倉
俣
小
学
校
【
主
任
】
庭
野

政
子
（
中
里
村
高
道
山
小
）
◆
貝
野

小
学
校
【
教
諭
】
丸
山
直
子
（
津
南

町
津
南
小
）
【
養
護
教
諭
】
羽
鳥
泰
子

（
十
日
町
市
鐙
島
小
）
【
事
務
員
】
志

田
美
枝
（
中
里
村
倉
俣
小
）
◆
清
津

峡
小
学
校
【
校
長
】
小
林
順
一
（
上

越
市
高
志
小
）
【
教
諭
】
丸
山
峰
子
（
十

日
町
市
中
条
小
）
◆
中
里
中
学
校
【
校

長
】
西
脇
雅
信
（
浦
川
原
村
月
影
小
）

【
教
諭
】
井
上
敦
子
（
長
岡
市
北
中
）

桑
原
祐
子
（
十
日
町
市
南
中
）
小
堺

和
也
（
越
路
町
越
路
中
）
中
林
健
一

（
津
南
町
津
南
中
）
小
宮
山
仁
（
六
日

町
六
日
町
中
）

《
退
職
》

◆
中
里
中
学
校
【
教
諭
】
宮
崎
真
粧

美
・
山
田
孝
之

　
3
月
31
日
付
け
及
び
4
月
1
日
付

け
で
人
事
異
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

畠
退
職
者
と
異
動
者
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
（
※
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）

◆
退
職
者
○
羽
鳥
直
嗣
（
総
務
課
長
）

○
太
島
巌
（
農
林
課
長
）
○
村
山
詔

平
（
企
画
観
光
課
長
）
◆
新
採
用
○

総
務
課
主
事
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書

記
　
藤
木
剛
史
○
生
涯
学
習
課
主
事

　
南
雲
京
子
○
税
務
課
主
事
　
広
田

暢
◆
議
会
○
事
務
局
局
長
（
環
境
課

課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
）
鈴
木
久
雄

◆
総
務
課
○
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
長
（
民
生
課
長
）
吉
楽
克
之

○
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
会
計
課

課
長
補
佐
）
大
島
正
平
○
副
参
事
兼

財
政
係
長
（
学
校
教
育
課
庶
務
管
理

係
長
）
高
橋
正
文
○
主
事
（
環
境
課

主
事
）
江
ロ
直
美
◆
税
務
課
○
副
参

事
兼
資
産
税
係
長
（
税
務
課
資
産
税

係
長
）
樋
ロ
正
博
◆
民
生
課
○
課
長

（
学
校
教
育
課
長
）
村
山
茂
徳
○
国
民

健
康
保
険
係
長
（
企
画
観
光
課
主
査
）

太
嶋
正
司
○
主
査
（
民
生
課
主
任
）

川
田
優
○
主
査
（
民
生
課
主
任
）
保

坂
政
司
○
主
任
（
総
務
課
主
事
）
瀧

澤
直
子
○
中
里
保
育
園
保
育
士
（
南

保
育
園
保
育
士
）
鈴
木
千
恵
子
○
中

里
保
育
園
保
育
士
（
南
保
育
園
保
育

士
）
井
ノ
川
ゆ
か
り
○
南
保
育
園
保

育
士
（
中
里
保
育
園
保
育
士
）
渡
辺

久
美
子
◆
環
境
課
○
課
長
兼
浄
化
セ

ン
タ
ー
長
（
議
会
事
務
局
局
長
）
吉

楽
高
義
○
課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長

　㈱なかさと正社員募集1
◆募集職種経理事務員
◆採用人数　1名
◆年　　　齢　20歳～45歳位まで

◆契約内容　正社員

◆賃　金基本給135，000円　200，000円
◆仕事内容　経理事務（決算まで）、パソコン使用

◆必要な経験　経理事務経験者

◆免許資格等　簿記細商）2級以上

◆就業時闘　鎌前＄時＄⑧分鞠午後5時30分

◆採用時期　平賊欝年5月　．

◆選考方法
履歴書到着後、書類選考及び面接にて決定

◆応募方法
採駕希望者は、履歴書を郵送してください。

◆申込み』・問合せ先

　〒94雛8411中里村大字膿沢庚349畦
株式会社なかさと　企颪総務課　撞当：山田

盈613－48磐2

（
環
境
課
副
参
事
兼
下
水
道
係
長
）
富

井
和
男
○
環
境
係
長
（
民
生
課
国
民

健
康
保
険
係
長
）
南
雲
ツ
ル
○
主
任

（
民
生
課
主
任
）
瀧
澤
進
○
主
事
（
生

涯
学
習
課
主
事
）
羽
鳥
良
夫
◆
企
画

観
光
課
○
課
長
（
生
涯
学
習
課
長
兼

社
会
体
育
係
長
）
○
樋
ロ
秀
一
〇
課

長
補
佐
兼
企
画
開
発
係
長
（
企
画
観

光
課
副
参
事
兼
企
画
開
発
係
長
）
広

田
孝
○
商
工
観
光
係
長
（
農
業
委
員

会
主
査
）
村
山
扶
佐
子
○
主
任
（
税

務
課
主
任
）
吉
楽
重
敏
◆
農
林
課
○

課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
環

境
課
長
）
藤
田
嘉
寛
○
副
参
事
兼
農

地
整
備
係
長
（
建
設
課
工
務
係
長
）

江
村
清
○
主
査
（
農
林
課
主
任
）
小

柳
勤
◆
建
設
課
○
課
長
補
佐
兼
工
務

係
長
（
農
林
課
副
参
事
兼
農
地
整
備

係
長
）
太
島
憲
一
〇
主
任
（
環
境
課

主
任
）
桑
原
茂
◆
会
計
課
○
課
長
補

佐
（
総
務
課
副
参
事
兼
財
政
係
長
）

富
井
英
雄
◆
学
校
教
育
課
○
課
長
兼

学
校
教
育
係
長
（
建
設
課
課
長
補
佐
）

樋
ロ
秀
雄
○
副
参
事
兼
庶
務
管
理
係

長
（
企
画
観
光
課
商
工
観
光
係
長
）

古
高
稔
◆
生
涯
学
習
課
○
課
長
兼
保

健
セ
ン
タ
ー
長
（
総
務
課
課
長
補
佐

兼
庶
務
係
長
）
桑
原
一
男
○
課
長
補

佐
兼
社
会
教
育
係
長
（
税
務
課
課
長

補
佐
）
上
原
健
○
社
会
体
育
係
長
（
生

涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
）
鈴
木
孝

幸
◆
農
業
委
員
会
○
副
参
事
（
農
業

委
員
会
係
長
）
中
嶋
睦
○
主
事
補
（
総

務
課
主
事
補
）
阿
部
良
徳

平成13年4月10日広報なかさと13



囹国回凹

⑯
ω

　
道

劇
僑

q
女

ん
長

や
の

ち
妻

　
夫

夏
ん

　
明

部
●

　
幸

阿
寿 義

灘
鮭
導
賜
魏
雛

　こども番組の歌やコマーシャルに

あわせ、踊るのが好きな朱夏ちゃん。

体中を動かして凄い勢いで踊りまく

ります。最近、お母さんのまねをし

てお化粧も覚え、自分でロ紅やファ

ンデーションを顔に塗り、美人？に

変身しています。また、とても働き

者で、部屋のモップかけや洗濯物を

干すお手伝いも上手です。

　お母さんは、そんな朱夏ちゃんに

「健康で明るい子になってね。と話

してい魂瞬燧。

糠
、

国
税
專
閑
蓉
募
集
1

　
　
～
大
幕
華
業
程
澄
～

◆
受
験
資
格

・
昭
和
4
9
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
5
年

　
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

・
昭
和
5
5
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

　
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
1
4

　
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

◆
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

◆
申
込
受
付
期
間

・
郵
送
の
暢
登

　
4
月
3
日
㈹
～
5
月
1
0
日
㈲

・
窓
欝
縮
込
の
場
套

　
5
月
1
日
㈹
～
5
月
1
0
日
困

◆
申
込
先

　
第
一
次
試
験
地
を
所
轄
す
る

　
国
税
局

◆
試
験
日
・
試
験
種
目

・
第
鱒
廉
誠
験

　
6
月
1
7
日
㈲

　
教
養
及
び
専
門
（
多
枝
選
択
式
）
、

　
専
門
（
記
述
式
）

・
篶
鐵
炭
講
験

　
8
月
9
日
㈲
ま
た
は
8
月
1
0
日
囲

　
（
指
定
す
る
日
）

　
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

◆
申
込
書
の
請
求
・
問
合
せ
先

　
十
日
町
税
務
署
　
総
務
課

　
盈
5
2
i
3
1
8
1

定
例
縫
毒
保
険

　
　
　
　
　
　
網
談
翫
開
設

　
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事

務
所
で
は
、
年
間
を
通
し
て
「
定
例

社
会
保
険
相
談
所
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
年
金
や
健
康
保
険
の
相
談
及

び
請
求
手
続
き
な
ど
、
社
会
保
険
の

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
場
所

　
ク
ロ
ス
ー
0
　
4
階
第
4
会
議
室

◆
開
設
日

　
毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
費
用
　
無
料

◆
問
合
せ
先

　
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事

　
務
所
　
庶
務
課

　
E
O
2
5
7
1
7
0
1
2
2
1
1

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
　
　
　
　
　
　
　
採
瀾
試
験

◆
応
募
資
格

・
2
0
歳
以
上
2
6
歳
未
満
で
、
大
学
卒

　
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
（
2
2

　
歳
未
満
は
、
大
学
卒
業
者
・
卒
業

　
見
込
み
含
む
）

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
修
士

　
課
程
修
了
者
（
修
了
見
込
み
を
含

　
む
）
に
つ
い
て
は
、
2
8
歳
未
満

◆
受
付
期
間

　
4
月
9
日
㈲
～
5
月
1
1
日
㈹

◆
試
験
日
　
5
月
2
6
日
出

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
〒
9
4
0
1
0
0
4
1
　
長
岡
市

　
学
校
町
2
1
9
1
2
6
　
自
衛
隊
新

　
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所

　
盈
0
2
5
8
1
3
3
1
0
2
5
6

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
吉
田
）

　
ま
た
は
、
役
場
総
務
課

平
成
紹
離
覆

　
　
　
　
　
　
調
理
磁
試
験

◆
受
験
資
格

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
で
、
調
理
業
務
に
従

事
し
た
経
験
が
2
年
以
上
あ
る
者

◆
必
要
書
類
等

　
調
理
師
試
験
受
験
願
書
、
調
理
業

務
従
事
証
明
書
、
卒
業
証
明
書
、
写

　
　
　
識

麟
雛

奎
回
羅

行
同
・
　
、

も
　
、
馬
え

年
は
群
迎

今
回
・
を
　
。

が
今
森
ん
す

」
る
青
さ
ま

祭
え
る
皆
れ

し
迎
い
の
ら

く
を
て
　
」
じ

つ
年

「た
つ
　
。
を
か
踊

な
す
流
な
や

と
ま
交
「
　
唄

例
れ
村
の
の

恒
わ

　
な
名
沖
地

真
、
受
験
票
、
受
験
手
数
料
（
6
、

4
0
0
円
）

※
受
験
願
書
等
の
用
紙
は
、
4
月
9

　
日
㈲
か
ら
各
保
健
所
で
配
布
。

◆
願
書
提
出
期
間

　
5
月
1
4
日
㈲
～
5
月
2
1
日
㈲

※
期
間
経
過
後
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

◆
願
書
提
出
場
所

　
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
（
県

外
居
住
者
は
、
新
潟
県
福
祉
保
健
部

健
康
対
策
課
）

◆
試
験
地

　
六
日
町
（
小
出
、
六
日
町
及
び
十

日
町
各
保
健
所
管
内
居
住
者
）
、
新
潟

市
、
長
岡
市
、
上
越
市

◆
試
験
日
時

　
7
月
6
日
囲

　
午
後
1
時
～
3
時
3
0
分

◆
不
明
な
点
は
、
最
寄
り
の
保
健
所

　
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
O

なわれます。10周年を迎

名町村交流を行なってい

沖縄の「なかさと村」の

地元の唄や踊りが演じら

　また、「全国唄巡り」と

題し、中里芸能協会の皆

さんが全国各地の民謡を

唄い踊ります。隣近所お

誘い合わせのうえ、ぜひ

会場までお越しください。

◆日時4月29田㈱
　　　　　午葡翔0時偲

◆場　所　ユーモール　2階大ホール

◆入場料　10周年記念につき無料
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闘闘團囲

　　　　　　ゆ渉螺渡鷲享｝山崎

儲｛廣田多葎子｝干溝

，｛　山　田勝信　　　　　　　　　荒　　屋

　保坂　まさ子　　　　　　　　　宮　　中

｛樋口　浩二　　　　　　　　干　　溝

佐藤咲子　　　　　　　　十日町市

讐
太島シヅ井（76）芋　沢

村山ミサ（85）田沢

山田孝平（88）小　原

石澤登満（71）通り山

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

◆日程

月　　日 会　　　場 時　　　間

宮中集落センター 9：00～　　9：20

旧　土　倉　分　校 9：50～　　9：55

倉下冬期管理センター 10：05～10：10
おもやドライブイン 10：20～10：30
東田尻集落センター 10：35～10：45

白羽毛公民館前 10：55～11：05
4月27日（金）

田沢ノゲの車庫前 11：15～11：25
東田沢集落センター 11：35～11：45
田代集落センター 13：30～13：40
重地集落センター 13：50～14：00
倉俣集落センター 14：10～14：20

総合センター 14：30～15：20
5月13日（日） 津　南　町　役　場 13：15～14：00

※5月13日の津南町役場を除き、中里村以外では受けられませんのでご

　注意ください。ハガキを忘れずに持参してください。

◆手数料

・新規

・更新

6，100円（鑑札交付手数料3，000円、注射済票交付手数550円、

　　　　注射料金2，550円）

3，100円（注射済票交付手数料550円、注射料金2，550円）

◆問合せ先　中里村役場環境課　盈63－3111

今月の納税と振替圏

■固定資産税
■国　　保　　税

耀介護保険料
■保　　育　　料

■国民年金
■上下氷道

（5月灘日）

（5月確日｝

（5月耀鋤

《5月蓬鋤

鱗周25圏）

鱗月25日）

葵逼甕故爾薩寵
難灘雛醗繍i灘難囎懇翻鎌繋慧纏

●交通事故件数

●死 者

6件

●傷 者

O人

●死亡事故ゼロ

9人

155日

◆受付期間　4月16日（月）～6月15日㈹

◆申込資格

　・2002年4月1日時点で18歳以上の方

　・新潟で開催される全ての試合開催日に活動可能な方

　・活動日に指定された場所まで集合可能な方

　・事務局が実施する研修に全て参加可能な方

　・外国語を母国語とする場合、日本語の日常会話に支障なく、簡単な

　　日本語の文章が解読可能な方

◆募集要項等配布日　4月16日から

◆募集要項等配布先

　中里村教育委員会、または2002FIFAワールドカップTM新潟ボランテ

　ィア事務局（県庁6階）、2002FIFAワールドカップTMオフィシャルシ

　ョップ新潟店（新潟市万代シティバスセンター2階）

　※インターネットでも受付　　http：／／www．FIFAworldcup．com

◆郵送希望の場合

　160円切手を貼った返信用封筒（A4サイズの入る大きさ）を新潟

　ボランティア事務局へ送付

◆問合せ先

　〒950－8570　新潟県庁　ワールドカップ推進室内

　2002FIFAワールドカップTM新潟ボランティア事務局

　BO25－280－5274

15 広報なかさ’と 平成13年4月10日



地元就職促進のため、平成14年3月卒業者を対象とした求人

受理説明会を開催します。

日時4月18日（水）午後2時
　　　　　　　　　　（午後1時30分から受付）

場　所サンクロス　視聴覚研修室
・問合せ先　ハローワーク十日町　盈57－2407

三菊ジ儲鮎耳彰箭理レ』膨傘』な麟月を

先日、名古屋市において、屋外に放置し腐食が進んだ消火器

を廃棄するため、粉末薬剤を放射しようとした際に、消火器が

破裂し、死者が発生するという痛ましい事故が発生しました。

消火器の事故発生を防止するため、次のことに注意して、正

しく管理し、安全な使用をお願いします。

驚消火器の維持管理

①設置場所は、できるだけ風通しが良く、目につきやすい場所

とし、風雨にさらされる場所、湿潤な場所等を避ける。

②消防法上点検義務のない消火器についても、状態に注意を払

い、老朽化等異常が発見されたものは、消化訓練等も含めて

使用しない。

蓼消火器の廃棄

①不用になった消火器は、自ら放射、解体等の廃棄処理を行わ

ず、引取りを行っている業者に速やかに廃棄処理を依頼する。

②さびの発生が見られる圧力ゲージの付いていない消火器は、

容器破裂の危険が大きいので、決して薬剤を放射しない。

礁消火器に関する問合せ先

消火器販売業者、または消防南分署（B65－2480）へ

4／15 第二藤巻医院耕8詳躇

冨　4／22
▼

大坪一医院樺碕謂

津南病院麗5南3謝
椰
　 4／29 庭野医院響箭謬
葭　4／30 たかき医院響冨翻

　
少
し
ず
つ
春
が
近
づ
い
て
き
た
か

と
思
っ
た
ら
、
ま
た
雪
。
雪
消
え
は

い
つ
頃
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
？

▼
こ
の
度
、
係
内
の
異
動
に
よ
り
、

広
報
担
当
を
代
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
2
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で

し
た
が
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
高
）

▼
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、

皆
様
に
質
の
良
い
情
報
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
自
身
も
中
里
村
の
事
を

よ
り
多
く
勉
強
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
取
材
に
伺
っ
た
際
は
、

御
指
導
・
御
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
（
藤
）

　4月15日～5月5日
　　　　　ぐカレンター

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモi
一辺し　　（D11：00～11：40

16（月） ツベルクリン検査　合保健センター
㊤14二〇〇～14：30受イ寸

17㈹
胃がん検診・大腸がん検診　合保健センタi
－　07二30～10二〇〇受付

遊びの教室　合総合センター
09：30～10二〇〇受付

18㈱

ッベルクリン判定及びBCG　合保健セン．
ター　㊤14二〇〇～14二30受付

胃がん検診・大腸がん検診　合保健センタ
ー　㊤7：30～10：00受付

補聴器相談（リオン）　合役場
（！）13二45～14：00受イ寸

19休） 胃がん検診・大腸がん検診　合保健センタ
ー　（D7二30～10：00受付

20團

胃がん検診・大腸がん検診
合保健センター　（D7二30～／0二〇〇受付

合白羽毛公民館　013二〇〇～14二30受付
心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス
センター　013：30～16：00

21（±）

ご

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（D11：00～11二40

スポーツ少年団認定式　合村民体育館
⊂）8：45～

23（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場
015：30～16二〇〇受付

24（火》

25㈱
26休）

27團
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
セ！ンター　㊤13二30～16二〇〇

行政相談　合老人福祉センター
013：30～16二〇〇

28佳） ミュージック・プラネ　合ユーモール

019：30～
祝日　みどりの目
信濃川河岸段丘ウォーク　合村民体育館
（D7：00出発

黄桜の丘桜まつり合黄桜の丘011：00～
つくし祭　合ユーモール　（D10：00～

一
・
（

月）
振替休日

1（火》 乳幼児身体測定　合保健センター
09：30～1／二〇〇

2㈱
日本脳炎　合保健センター
014：00～14二30受付
心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス
tzンター　013：30～16：00

、休） 祝日　憲法記念目
成人式　合ユーモール　（D10：30～

囲 祝日　国民の休日

出 祝目　こどもの日

　　　3月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男　3，246人（一19）

　　　女3，245人（一16）
　　　計6，491人（一35）
●世帯数　　　　1，706　（一11）
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